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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月21日(2021.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保持手段に保持された光ディスクを搬送方向に搬送する搬送手段と、
　前記光ディスクの印刷面に記録する記録手段と、
　前記保持手段および前記光ディスクに光を照射し、反射光を受光して、受光量の変化を
検出する検出手段と、
　前記検出手段を前記搬送方向と交差する走査方向に移動する移動手段と
　を備えた記録装置であって、
　前記光ディスクの中央に形成された孔部を前記検出手段が通過するように前記移動手段
および前記搬送手段を制御するとともに、前記検出手段で検出した前記孔部に基づいて、
前記孔部の中心の位置を前記光ディスクの中心の位置として取得する制御手段と、
　前記光ディスクの中心の位置に基づいて、前記光ディスクの記録位置を設定する設定手
段と
　を有することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　前記検出手段を、前記光ディスクに対して前記搬送方向に相対的に移動させながら、
前記検出手段によって検出された前記孔部の両端部に基づいて、前記孔部の前記搬送方向
における中心の位置を取得し、
　　前記検出手段を、前記光ディスクに対して前記走査方向に相対的に移動させながら、
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前記検出手段によって検出された前記孔部の両端部に基づいて、前記孔部の前記走査方向
における中心の位置を取得する
　ことを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、
　　前記孔部の前記搬送方向における中心の位置を取得する際には、前記搬送方向の第１
方向および該第１方向と反対の第２方向に前記検出手段を相対的に移動させ、前記検出手
段が前記孔部に入り込む際に検出した２つの端部、あるいは、前記検出手段が前記孔部か
ら抜け出す際に検出した２つの端部に基づいて前記孔部の中心の位置を取得し、
　　前記孔部の前記走査方向における中心の位置を取得する際には、前記走査方向の第３
方向および該第３方向と反対の第４方向に前記検出手段を相対的に移動させ、前記検出手
段が前記孔部に入り込む際に検出した２つの端部、あるいは、前記検出手段が前記孔部か
ら抜け出す際に取得した２つの端部に基づいて前記孔部の中心の位置を取得する
　ことを特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記保持手段は、前記光ディスクが保持される領域外に、周囲より光の反射率の高い反
射部を備え、
　前記制御手段は、
　　前記検出手段が前記反射部を通るように前記移動手段および前記搬送手段を制御する
とともに、前記検出手段で検出した前記反射部に基づいて、前記反射部の中心の位置を取
得し、
　　取得した前記反射部の中心の位置に基づいて前記光ディスクの中心の位置を算出し、
　前記設定手段は、前記孔部の端部に基づいて取得した前記光ディスクの中心の位置、ま
たは、前記反射部の中心の位置に基づいて算出した前記光ディスクの中心の位置のどちら
か一方に基づいて、前記記録位置を設定する
　ことを特徴とする請求項３に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記反射部の中心の位置に基づいて算出した前記光ディスクの前記走査方向の中心の位
置と、前記孔部の端部に基づいて取得した前記光ディスクの前記走査方向の中心の位置と
の第１の差分、および、前記反射部の中心の位置に基づいて算出した前記光ディスクの前
記搬送方向の中心の位置と、前記孔部の端部に基づいて取得した前記光ディスクの前記搬
送方向の中心の位置との第２の差分が、それぞれ対応する設定値より大きいか否かを判断
する判断手段をさらに有し、
　前記設定手段は、前記判断手段によって前記第１の差分および前記第２の差分の少なく
ともどちらか一方が対応する設定値よりも大きいと判断されると、前記反射部の中心の位
置に基づいて算出した前記光ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記走査方向に移動する前記検出手段が、前記孔部から抜け出す際に
検出した２つの端部に基づいて前記走査方向における第１中心位置を取得するとともに、
前記孔部に入り込む際に取得した２つの端部に基づいて前記走査方向における第２中心位
置を取得し、
　前記判断手段は、前記第１中心位置と前記第２中心位置との差分が所定値より大きいか
否かを判断し、
　前記設定手段は、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
応する設定値よりも大きいと判断され、かつ、前記第１中心位置と前記第２中心位置との
差分が前記所定値より大きいと判断されると、前記反射部の中心の位置に基づいて算出し
た前記光ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定し、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
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応する設定値よりも小さいと判断され、かつ、前記第１中心位置と前記第２中心位置との
差分が前記所定値より大きいと判断されると、前記反射部の中心の位置に基づいて算出し
た前記光ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定し、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
応する設定値よりも小さいと判断され、かつ、前記第１中心位置と前記第２中心位置との
差分が前記所定値より小さいと判断されると、前記孔部の端部に基づいて取得した前記光
ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定する
　ことを特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記搬送方向および前記走査方向の少なくとも一方において、前記検
出手段が前記孔部を通過する往復移動を２回行い、１回目の往復移動により検出した前記
孔部の両端部に基づいて取得した前記孔部の第３中心位置と、２回目の往復移動により検
出した前記孔部の両端部に基づいて取得した前記孔部の第４中心位置と取得し、
　前記判断手段は、前記第３中心位置と前記第４中心位置との差分が所定値より大きいか
否かを判断し、
　前記設定手段は、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
応する設定値よりも大きいと判断され、かつ、前記第３中心位置と前記第４中心位置との
差分が前記所定値より大きいと判断されると、前記反射部の中心の位置に基づいて算出し
た前記光ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定し、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
応する設定値よりも小さいと判断され、かつ、前記第３中心位置と前記第４中心位置との
差分が前記所定値より大きいと判断されると、前記反射部の中心の位置に基づいて算出し
た前記光ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定し、
　　前記判断手段によって、前記第１の差分および前記第２の差分の少なくとも一方が対
応する設定値よりも小さいと判断され、かつ、前記第３中心位置と前記第４中心位置との
差分が前記所定値より小さいと判断されると、前記孔部の端部に基づいて取得した前記光
ディスクの中心の位置に基づいて前記記録位置を設定する
　ことを特徴とする請求項５に記載の記録装置。
【請求項８】
　前記保持手段は、前記光ディスクの外周を保持することを特徴とする請求項１から７の
いずれか１項に記載の記録装置。
【請求項９】
　前記保持手段は、前記光ディスク以外の記録媒体を保持可能であることを特徴とする請
求項１から８のいずれか１項に記載の記録装置。
【請求項１０】
　保持手段に保持された光ディスクを搬送方向に搬送する搬送手段と、
　前記光ディスクに記録する記録手段と、
　前記保持手段および前記光ディスクに光を照射し、反射光を受光して、受光量の変化を
検出する検出手段と、
　前記検出手段を前記搬送方向と交差する走査方向に移動する移動手段と
　を備えた記録装置によって、前記光ディスクに対して記録する記録方法であって、
　前記検出手段を、前記光ディスクの中央に形成された孔部を通過するように前記搬送方
向に相対的に移動させ、該移動の際に前記検出手段によって検出された前記孔部の両端部
に基づいて前記孔部の前記搬送方向における中心の位置を取得する第１工程と、
　前記検出手段を、前記孔部を通過するように前記走査方向に相対的に移動させ、該移動
の際に前記検出手段によって検出された前記孔部の両端部に基づいて前記孔部の前記走査
方向における中心の位置を取得する第２工程と、
　前記第１工程と前記第２工程とで取得した前記孔部の前記搬送方向および前記走査方向
における中心の位置を前記光ディスクの中心の位置とし、該中心の位置に基づいて前記光
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ディスクの記録位置を設定する第３工程と
　前記第３工程で取得した記録位置に基づいて記録する第４工程と
　を有することを特徴とする記録方法。
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